
新年にあたり 

理事長  太田 正幸 

 今年は丑年、牛の歩みは牛歩とい

われノロイものの代名詞になっていま

す。一方で闘牛という勇壮なものもあ

ります。 

 去年は新型コロナウイルスの為、極

めていびつな年となりました。今年は

どうなるのでしょう？ 

英米ではすでに昨年の12月中旬頃よ

り新型コロナウイルスに対するワクチ

ンの接種が開始されています。日本でも１２月１８日に厚生

労働省に対して承認申請がなされ、早ければ今年３月にも国

費で接種が可能になるとの事です。 

こういった新しいワクチンを接種するのには慎重を期さな

ければなりませんが、今年中に新型コロナウイルスの脅威は

去ると思われます。 

ワクチン接種を受けて中和抗体ができるまでは今までと同

じく手洗い、マスク、ソーシャルディスタンス、３密を避け

るといった地味な作業を牛歩の如く慎重に行い、中和抗体を

獲得すれば猛牛のごとく暴れまわれるでしょう。 
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院長 財田 一也 

新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るっており、まだまだ予

断を許さない状況下にあります。東京、大阪、北海道などでは爆発

的に感染が拡大しており、医療提供体制が深刻な機能不全となり

「ステージ4」に相当すると言われております。しかし我々医療従

事者はこれら未曾有の状況に対しても臆することなく、懸命に新型

コロナウイルスと戦い抜かなければなりません。 

その対策として我々医療従事者自身がウイルスに感染しないこと

が一番に挙げられると考えます。最も注意すべきことは我々が感染

することでウイルスを病院や施設に持ち込み、爆発的な院内感染で

あるクラスターを発生させることです。お預かりした大切な患者様

を守ることはもちろんのこと、その治療にあたるスタッフが感染で

戦線離脱するようでは良質の医療を提供することはできません。感

染しないためにはすでに周知されているとおり密を避け、手指手洗

い消毒を徹底し、自己免疫力を低下させぬよう休息と栄養を摂るこ

とが大切です。当院に入院中の患者様やご家族様にはもうしばらく

ご不自由をおかけいたしますが、面会・外出・外泊の制限の協力を

引き続きお願い申し上げます。 

新型コロナウイルスは「新型」と名の付くように世界中の人々が

初めて経験し、その対応に苦慮するとても厄介な感染症です。我々

の施設だけで独自に対応しきれるものではありません。日本中で協

力し合うのはもちろんですが、あかし保健所・明石市医師会・明石

市立市民病院の各関係機関と連携しながら対応に当たっておりま

す。これまでは国の制度での「帰国者接触者外来」でPCR検査が行

われておりました。しかし最近は唾液検体でのPCR検査が行えるこ

とを受け、当院入院中の患者様に限ってですが臨床上PCR検査が必

要と判断した場合は保健所の関わりなく「行政機関の委託」として

保険診療でPCR検査ができるよう当院も施設整備を行いました。 

12月下旬にようやく治療薬やワクチンが承認されたというニュー

スが聞かれ始めました。前述の通りまだまだ予断を許さない状況で

はございますが少し明るい光が見えつつある状況かと思います。今

後も職員一丸となって国難をのりきり、患者様の治療を全力で行う

所存でございます。 

新型コロナウイルスについて 

＜ＰＰＥ研修会＞ 

２０２０年１２月２３日医Ｐ

ＰＥ研修会が行われました。 

ＰＰＥとは個人防護服のこと

で、感染対策において防護服

等の脱着、取扱は大変重要な

ことです。万が一、新型コロ

ナウイルスが発生した場合に

備えこれからも繰り返し訓練

していきたいと思います。 

 患者様安全安心に療養でき

るよう職員一同尽力して参り

たいと思います。 

令和元年11月26日に『土山祭り』が開催されました。今年も例年のように“古着コーナー”

“喫茶コーナー”“ゲームコーナー”の3つのコーナーにたくさんの患者様や外来の方々にお越

し頂くことができました。ありがとうございました。 

秋の恒例行事になったこの『土山祭り』の経緯を少し、お伝えしたいと思います。平成3年に

太田正気記念館（体育館）ができたことをきっかけに、「バザーをしてみては」、という提案

がレク委員会の中であがりました。行事の名前は、職員全員に募集し『ふれあいバザー』と決

まりました。当時「服が欲しい」と言われる患者様が多く“古着コーナー”を、「食べること

ならば参加できる方も増えるのでは」と“喫茶コーナー”を等、レク委員会で何度も話し合い

をもちました。 

その後、この『ふれあいバザー』は毎年4～5月の恒例行事となりました。そして回を重ねる


